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つながる世界 つなぐ未来 

４月 16 日（水）～18 日（金）の３日間、１年次生が国立日高青少年自然の家で宿泊研修を行いました。 

毎年、有意義な高校生活を送るための集団づくりと豊かな感性を育むことを目的に実施しているもので、今

年度も新入生 82 人を対象に２泊３日の研修を行いました。 

１日目は、頭と体を使って話し合いを進めながら、

仲間と協力して課題をクリアするという活動を通し

て、クラス内での絆を深めました。また、夜には校歌

練習をしました。 

２日目は、アサーションの研修を行い、その後の野外

炊飯を通してそれを実践することができました。野外

炊飯の前には、新聞紙を使った食器作りなども行い、防

災教育にも取り組みました。夜には校歌発表会を行い、

全員が大きな声で歌うことができました。 

最終日は、施設の清掃や研修全体の振り返りを行いました。３日間の研修を経て、新しい集団づくりや、今

後の生活で必要となる豊かな感性を磨くことができました。 

５月１日（木）に生徒総会が開かれました。 

執行部と各委員会から活動方針が示された

後、各クラスから質問や意見が数多く寄せられ

ました。各委員会での活動や、行事についての

質疑応答はもちろん、日頃の生活についても多

くの意見が述べられ、生徒一人一人がよりよい

学校生活が送れるよう審議が進められました。 

１年Ａ組 岸 遥陽さんのコメント 

行きの車内から、たくさんの人とコミュニケーションを取ることができました。

チーム作りレクや「産業社会と人間」の講義にも積極的に参加し、多くの学びや気

づきがあったので、今後の学校生活でも生かしていきたいです！ 

参加した１年次生

に聞いてみました 



「浦高だより」カラー版は、浦河高校ホームページでご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 21 日（月）に、キャリアセミナーを実施し

ました。これは、多様な職種の講師からご講演いた

だき、生徒のキャリア観の醸成を図ることを目的と

して毎年行われているものです。今年度は、札幌国

際大学人文学部国際教養学科准教授 中津川 雅宣

様を講師にお迎えしました。 

講演では、自身の留学体験などを元に、現職に至

るまでの過程やその間の思考についてお話しいただ

きました。人生は点と点のつながりであり、だから

こそ“今”この瞬間を大切に生きていくことが、高

校生にとって重要である旨が伝えられ、生徒たちも

今後の生き方の参考にできた様子でした。 

５月７日（火）に交通安全講話を実施しました。 

浦河警察署の皆様にお越しいただき、交通安全・薬物乱用・

インターネットの利用・闇バイトなどについての講演をしてい

ただきました。 

生徒代表の風紀委員長 富田 星軌さんからは、多くのこと

を学ぶことができたので、これからの生活でも意識していきた

いとの謝辞が述べられました。 

４月 25日（金）に、授業参観と PTA総会を開催しました。 

総会では、新役員の選出や今年度の予算、活動内容について確認されました。 

今後とも、保護者の皆様の力強いご支援、ご協力の下、浦河高校の教育活動を推進

して参ります。 

浦河高校 

４月 28 日（月）に、２年次を対象としたセルフ

プロデュース講座を実施しました。 

今年度は、弘前大学教育学部学校教育講座教授 

宮﨑 充治様を講師にお迎えし、「探究活動における

グループの機能」をテーマにご講演いただきました。

生徒の活動をメインにしたチーム・ビルディングで

は、簡単な活動を重ねながら徐々にチーム内の緊張

が緩和していき、互いの異なる意見もスムーズに共

有できるような関係性へと近づけられていました。 

２年次の課題研究は、グループ活動になるので、

今回の講座で学んだ手法を生かしながら、円滑な研

究活動が進展できそうです。 


